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【目的】経皮的内視鏡下胃内手術（PEIGS）の手技をビデオで供覧しわれわれが工夫して
いる点をクローズアップする．【方法】28 症例に PEIGS を施行した．19 例は粘膜癌，3 例
















行となった．手術時間の平均時間は 164.8 分（120～300 分），腫瘍径の平均は 28.0mm（10
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